
一
　
昭
和
十
九
年
二
月
一
日
、
陸
軍
上
等
兵
を
拝
命
す

一
　
同
年
二
月
二
十
五
日
、
独
立
歩
兵
百
九
十
三
大
隊
歩
兵

砲
に
編
入
観
測
教
育
終
了
、
観
測
手
と
し
て
作
戦
参
加

一
　
同
年
八
月
一
日
―
十
三
日
、
幹
第
三
号
作
戦
参
加

一
　
同
年
八
月
十
四
日
―
九
月
二
日
、
十
九
夏
山
東
作
戦
参

加
一
　
同
年
十
一
月
一
日
―
十
五
日
、
十
九
秋
山
東
作
戦
参
加

一
　
昭
和
二
十
年
五
月
、
歩
兵
第
五
十
八
大
隊
に
転
属
、
山

東
省
臨
祈
県
折
州
付
近
の
警
備
、
命
令
受
領
で
作
戦
に
参

加
一
　
同
年
八
月
一
日
、
陸
軍
兵
長
を
拝
命
し
兵
精
勤
章
を
受

く
一
　
昭
和
二
十
一
年
三
月
二
十
五
日
、
内
地
送
還
の
た
め
青

島
港
出
航

一
　
同
年
三
月
二
十
八
日
、
佐
世
保
港
入
港
、
善
行
証
書
付

与
一
　
同
年
同
日
、
下
士
官
適
任
証
受
領
、
現
役
満
期
除
隊

初
年
兵
教
育
か
ら
中
支
で
　 

埼
玉
県
　
大
野
政
勝
　 

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
一
月
二
十
日
、
東
部
第
六
部
隊

（
衣
第
五
十
九
師
団
要
員
と
し
て
）
へ
入
隊
、
同
日
付
、
第
五

十
三
旅
団
第
四
十
三
大
隊
第
二
中
隊
に
編
入
。
同
年
二
月
二
十

五
日
、
編
成
改
正
に
よ
り
独
立
歩
兵
第
一
旅
団
第
百
九
十
二
大

隊
に
転
属
、
第
四
中
隊
に
編
入
。
同
年
六
月
、
済
寧
北
方
の
■

上
県
（
我
が
中
隊
の
警
備
地
区
）
付
近
の
粛
正
討
伐
に
参
加
。

同
年
八
月
一
日
、
陸
軍
一
等
兵
。
同
年
七
月
、「
十
九
夏
山
東

作
戦
」
の
一
環
と
し
て
旅
団
作
戦
に
参
加
。
同
年
十
月
、
両
下

店
に
お
い
て
嵐
兵
団
（
本
隊
が
河
南
作
戦
に
参
加
中
の
た
め
）

の
初
年
兵
（
滋
賀
県
出
身
）
教
育
の
助
手
と
し
て
従
事
。

昭
和
二
十
年
一
月
一
日
、
陸
軍
上
等
兵
。
同
年
一
月
、
済
寧

の
中
隊
に
お
い
て
、
昭
和
十
九
年
徴
集
（
東
京
、
千
葉
、
山
梨

県
出
身
）
現
役
兵
の
初
年
兵
教
育
の
助
手
。
同
年
四
月
、
■
州

の
大
隊
本
部
に
お
い
て
、
三
月
二
十
日
召
集
の
補
充
兵
（
千
葉



県
の
出
身
）
の
召
集
教
育
（
こ
れ
は
軍
作
戦
に
基
づ
き
「
二
〇

春
山
東
作
戦
」
に
本
隊
の
旅
団
が
移
駐
作
戦
中
の
た
め
）

。
同

年
七
月
一
日
、
陸
軍
兵
長
。
同
年
七
月
、
現
地
召
集
の
補
充
兵

の
教
育
を
諸
城
に
お
い
て
実
施
（
現
地
の
在
留
邦
人
で
四
十

～
四
十
七
歳
く
ら
い
で
こ
の
中
に
済
寧
の
大
和
ホ
テ
ル
の
主
人

も
お
り
、
ほ
と
ん
ど
父
親
ぐ
ら
い
の
歳
だ
っ
た
の
で
や
り
ず
ら

か
っ
た
）

。

同
年
九
月
、
大
隊
本
部
人
事
室
勤
務
。
昭
和
二
十
一
年
一
月

二
十
日
、
武
装
解
除
の
た
め
南
定
を
出
発
、
済
南
、
黄
台
に
於

い
て
武
器
返
納
。
同
年
三
月
一
日
帰
還
の
た
め
米
海
軍
の
Ｌ
Ｓ

Ｔ
（
上
陸
用
舟
艇
母
艦
）
に
乗
船
、
青
島
港
出
帆
。
同
年
三
月

三
日
、
長
野
県
佐
世
保
（
旧
軍
港
）
着
、
上
陸
。
同
年
三
月
五

日
帰
郷
。

不
寝
番
勤
務
中
の
自
殺
（
済
寧
）

私
達
は
、
昭
和
十
八
年
徴
集
で
「
衣
」
部
隊
要
員
で
、
東
京

の
東
部
第
六
部
隊
へ
仮
入
隊
、
北
支
派
遣
の
た
め
一
週
間
後
の

昭
和
十
九
年
一
月
二
十
七
日
、
軍
装
検
査
を
済
ま
せ
品
川
駅
か

ら
軍
用
列
車
に
て
九
州
の
博
多
駅
へ
、
そ
し
て
船
で
釜
山
へ
と

向
か
っ
た
。
冬
の
玄
界
灘
は
波
が
荒
く
船
酔
い
す
る
者
が
多

か
っ
た
。
上
陸
し
休
む
間
も
な
く
釜
山
駅
か
ら
大
陸
を
走
る
広

軌
条
の
鉄
道
で
朝
鮮
半
島
を
縦
断
、
鴨
緑
江
を
渡
り
満
州
を
通

過
、
津
浦
線
に
て
済
南
か
ら
南
方
約
二
百
キ
ロ
地
点
に
あ
る
■

州
の
町
へ
着
い
た
。
内
地
を
出
発
し
て
か
ら
一
週
間
の
長
旅

だ
っ
た
。

こ
の
町
は
交
通
の
要
所
で
、「
楓
」
部
隊
の
本
部
（
師
団
）

の
あ
っ
た
所
で
、
兵
舎
も
立
派
で
設
備
も
整
っ
て
い
た
。
軍
の

作
戦
計
画
に
よ
り
楓
部
隊
（
完
全
に
編
成
さ
れ
た
師
団
だ
っ

た
）
が
南
方
戦
線
に
転
進
、
派
遣
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
地
域
を

守
備
す
る
部
隊
が
急
き
ょ
編
成
さ
れ
（
私
達
は
列
車
の
中
で
行

先
変
更
に
な
っ
た
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
）

、
私
達
も「
衣
」
要

員
か
ら
「
幹
」
独
立
歩
兵
第
一
旅
団
第
百
九
十
二
大
隊
第
四
中

隊
に
編
入
さ
れ
た
。
第
四
中
隊
は
■
州
か
ら
西
方
三
十
キ
ロ
に

あ
り
、
鉄
道
も
■
州
か
ら
分
岐
し
、
そ
の
終
点
の
駅
済
寧
の
町

に
駐
屯
し
た
。
こ
こ
は
山
東
省
で
一
番
の
穀
倉
地
帯
で
、
周
辺

の
村
落
か
ら
大
量
の
農
産
物
が
集
積
さ
れ
、
そ
の
他
の
物
資
の

取
り
引
き
も
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
日
本
軍
も
戦
略
拠
点
と
し
て
重
要
視
し
、
陸
軍
連



絡
部
（
以
前
は
特
務
機
関
と
称
し
、
方
面
軍
直
轄
で
、
民
政
、

宣
撫
、
治
安
、
物
資
の
動
向
な
ど
の
こ
と
を
し
て
い
た
よ
う

だ
っ
た
）

、
憲
兵
分
隊
、
診
療
所
、
軍
人
会
館
な
ど
も
あ
り
、

電
話
も
ケ
ー
ブ
ル
線
で
設
置
さ
れ
、
大
都
会
の
よ
う
に
活
気
づ

い
て
い
た
。
当
時
ま
だ
「
楓
」
の
工
兵
連
隊
が
移
動
し
た
ば
か

り
だ
っ
た
の
で
各
施
設
が
何
個
所
か
に
分
散
し
て
い
た
。
そ
の

物
資
の
移
動
、
中
隊
の
荷
物
（
移
駐
の
た
め
の
）
の
運
搬
、
配

分
な
ど
毎
日
が
使
役
だ
っ
た
。
先
輩
の
兵
隊
さ
ん
も
日
毎
に
到

着
し
、
中
隊
事
務
室
、
将
校
官
舎
、
下
士
官
室
、
内
務
班
な
ど

も
整
備
さ
れ
、
本
格
的
に
徐
々
に
各
々
の
任
務
に
就
い
て
い
っ

た
。二

月
の
中
旬
頃
に
な
り
、
現
地
召
集
（
在
留
邦
人
）
の
補
充

兵
が
入
隊
し
て
き
て
、
私
達
、
現
役
兵
と
合
同
で
一
期
の
教
育

が
始
ま
っ
た
。
二
月
～
三
月
に
か
け
て
各
個
教
練
の
連
続
、
毎

日
毎
日
が
忙
し
く
駆
け
足
で
飛
び
回
り
、
腹
が
へ
っ
て
仕
方
が

な
か
っ
た
。

そ
ん
な
頃
に
な
る
と
、
一
人
で
も
モ
タ
モ
タ
し
た
者
で
も
い

る
と
営
庭
一
周
の
早
駆
け
や
、
い
ろ
ん
な
処
罰
を
受
け
、
ほ
ん

と
う
に
「
き
つ
い
」
教
育
の
日
々
が
続
い
た
。

四
月
に
入
る
と
分
隊
の
戦
闘
教
練
が
始
ま
り
、
地
形
、
地
物

を
利
用
し
て
の
攻
撃
演
習
で
あ
る
。
そ
の
頃
は
麦
の
背
丈
も
伸

び
て
、
遮
■
す
る
に
は
至
極
便
利
だ
っ
た
。
ま
た
、
腹
を
空
か

し
て
い
る
新
兵
に
と
っ
て
は
助
手
の
上
等
兵
の
目
を
盗
み
、
匍

匐
前
進
を
利
用
し
て
野
菜
畑
の
人
参
、
小
カ
ブ
な
ど
を
引
き
抜

い
て
、
土
の
付
い
た
ま
ま
よ
く
か
じ
っ
た
も
の
で
し
た
。

五
月
に
な
る
と
麦
の
穂
も
出
始
め
、
演
習
も
野
菜
畑
、
麦
畑

を
避
け
て
済
寧
飛
行
場
跡
地
へ
と
移
動
し
た
。
そ
ん
な
あ
る

日
、
演
習
の
合
間
の
休
憩
時
間
を
利
用
し
て
班
長
の
精
神
教
育

の
学
科
の
授
業
と
な
っ
た
。「
間
も
な
く
演
習
（
教
育
）
も
終

わ
り
検
閲
が
済
め
ば
、
古
兵
と
起
居
を
共
に
し
討
伐
や
衛
兵
な

ど
与
え
ら
れ
た
勤
務
に
就
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
戦
陣
訓
に

『
生
き
て
虜
囚
の
辱
め
を
受
け
ず
、
死
し
て
罪
科
の
汚
名
を
残

す
こ
と
な
か
れ
』
と
書
か
れ
て
い
る
。
万
が
一
、
敵
の
捕
虜
と

な
る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
自
殺
す
る
の
だ
。
自
殺
の
方

法
の
第
一
は
手
榴
弾
を
用
い
、
小
銃
も
腹
に
抱
え
て
自
爆
す
る

の
だ
。
い
つ
も
手
榴
弾
は
二
個
持
っ
て
い
る
が
一
個
は
戦
闘
用

に
、
残
り
一
個
は
最
期
の
時
に
使
用
す
る
の
だ
。
第
二
の
方
法

は
小
銃
の
銃
口
を
口
で
く
わ
え
、
靴
を
脱
ぎ
足
の
親
指
で
引
き



金
を
ひ
く
方
法
で
あ
る
。
第
三
の
兵
器
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た

場
合
は
、
舌
を
か
み
切
り
自
殺
す
る
の
だ
」
と
事
細
か
に
教
え

ら
れ
た
。

班
長
が
教
え
た
戦
陣
訓
の
暗
唱
も
終
わ
り
、
約
十
日
ほ
ど
経

過
し
た
五
月
の
末
頃
、
教
育
も
終
わ
り
に
近
く
小
隊
の
戦
闘
教

練
が
行
わ
れ
た
。
教
官
自
ら
指
揮
を
執
り
、
小
隊
の
後
方
に
い

る
砲
兵
の
援
護
射
撃
に
よ
る
敵
陣
地
の
攻
撃
で
、
砲
兵
の
援
護

射
撃
後
五
分
以
内
に
各
分
隊
が
敵
陣
に
突
撃
で
き
る
地
点
ま
で

進
出
す
る
。
一
、
二
、
三
分
隊
が
横
一
線
に
六
、
七
十
メ
ー
ト

ル
に
並
び
、
兵
は
地
形
、
地
物
を
利
用
し
な
が
ら
早
駆
け
、
匍

匐
前
進
な
ど
し
て
砲
兵
の
援
護
射
撃
の
終
わ
る
の
を
待
っ
て
一

斉
に
突
撃
し
、
敵
陣
を
攻
略
す
る
演
習
で
あ
る
。

こ
の
演
習
場
所
は
農
地
と
違
い
土
地
の
起
伏
が
多
く
、
匍
匐

前
進
す
る
と
雑
草
の
中
に
菓
子
の
コ
ン
ペ
イ
ト
ー
に
似
た
草
の

実
が
い
た
る
所
に
あ
り
、
手
の
ひ
ら
が
痛
く
て
悩
ま
さ
れ
泣
か

さ
れ
た
。
そ
ん
な
演
習
な
の
で
理
想
通
り
の
教
練
が
で
き
る
わ

け
が
な
く
、
何
回
も
繰
り
返
し
続
行
さ
れ
た
。
大
陸
の
五
月
の

日
中
気
温
は
真
夏
並
み
で
、
ま
し
て
飛
行
場
跡
な
の
で
日
陰
も

な
く
、
休
憩
し
て
い
て
も
汗
が
流
れ
落
ち
て
く
る
。
時
間
も
昼

頃
と
な
っ
た
の
で
教
官
よ
り
一
時
間
休
憩
、
食
事
を
す
る
よ
う

伝
達
さ
れ
た
。「
さ
あ
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
」
弁
当
を
携
行

し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
皆
、
昼
食
は
中
隊
に
戻
っ
て
食
べ
る

も
の
と
思
っ
て
い
た
が
命
令
だ
か
ら
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

午
後
の
演
習
も
休
憩
だ
け
で
開
始
さ
れ
、
約
三
百
メ
ー
ト
ル

前
進
突
撃
し
、
ま
た
元
の
地
点
に
戻
る
、
こ
の
繰
り
返
し
の
演

習
で
あ
る
。
食
べ
て
も
食
べ
て
も
腹
が
空
く
若
い
時
代
、
一
食

抜
い
て
の
演
習
は
本
当
に
つ
ら
く
、
く
た
く
た
に
な
っ
て
く

る
。
班
長
や
助
手
の
上
等
兵
も
な
ん
と
か
演
習
の
成
功
を
祈
る

よ
う
な
面
持
ち
で
新
兵
の
後
方
に
つ
い
て
指
導
し
て
く
れ
て
い

た
。教

育
中
は
怒
鳴
ら
れ
る
、
け
ら
れ
る
、
殴
ら
れ
る
は
日
常
茶

飯
事
だ
っ
た
。
私
は
軽
機
の
射
手
と
し
て
十
一
年
式
軽
機
関
銃

を
持
っ
て
演
習
を
し
て
い
た
。
そ
の
す
ぐ
後
方
に
は
弾
薬
手
が

弾
薬
箱
を
持
っ
て
続
い
て
く
る
の
が
任
務
で
あ
る
が
、
そ
の
弾

薬
手
が
現
地
召
集
の
補
充
兵
で
、
三
十
歳
を
過
ぎ
頭
髪
も
薄
く

な
っ
た
堀
田
二
等
兵
だ
っ
た
。

後
方
か
ら
指
導
に
当
っ
て
い
た
の
が
朝
鮮
か
ら
現
役
志
願
を



し
た
下
士
候
の
上
等
兵
で
、
七
月
に
な
れ
ば
伍
長
勤
務
兵
長
に

進
級
す
る
優
秀
な
助
手
で
あ
る
が
、
攻
撃
演
習
の
隊
列
か
ら
遅

れ
が
ち
の
堀
田
二
等
兵
を
、
手
旗
信
号
用
の
棒
で
尻
や
頭
を

打
っ
た
こ
と
で
し
た
。
よ
う
や
く
長
か
っ
た
小
隊
の
戦
闘
教
練

も
纏
ま
り
帰
営
し
た
。

夜
の
点
呼
も
終
わ
り
、
就
寝
す
る
と
消
灯
ラ
ッ
パ
が
営
庭
の

方
か
ら
な
ん
と
な
く
哀
調
を
帯
び
て
聞
こ
え
て
く
る
。「
初
年

兵
は
か
わ
い
そ
う
だ
ね
！
ま
た
寝
て
泣
く
の
か
よ
！
」
と
誰
が

ラ
ッ
パ
の
音
に
合
わ
せ
て
こ
の
よ
う
な
文
句
を
作
っ
た
か
は

知
ら
ぬ
が
、
確
か
に
そ
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
。
演
習
の
疲
れ
、

空
腹
を
抱
え
、
ベ
ッ
ト
に
入
れ
ば
「
バ
タ
ン
、
キ
ュ
ー
」
と
す

ぐ
に
死
ん
だ
よ
う
に
眠
り
に
つ
い
て
し
ま
う
。
ま
だ
寝
た
ば
か

り
と
思
っ
て
い
た
が
…
…
隣
の
戦
友
か
ら
「
第
二
番
立
■
の
不

寝
番
の
時
間
で
す
。
交
代
の
準
備
を
」
と
起
こ
さ
れ
た
。
隣
の

堀
田
二
等
兵
も
起
き
上
が
り
、
三
八
式
歩
兵
銃
に
着
剣
し
、
二

人
で
中
隊
事
務
室
前
ま
で
行
き
、
薄
暗
い
外
灯
の
下
で
上
下
番

の
引
き
継
ぎ
を
行
い
交
代
し
た
。

先
に
堀
田
が
「
動
■
に
行
っ
て
く
る
よ
」
と
言
っ
て
炊
事

場
、
講
堂
の
裏
手
を
通
り
、
教
育
隊
、
第
一
、
第
二
小
隊
の
宿

舎
の
見
回
り
へ
と
出
か
け
、
私
は
中
隊
事
務
室
前
の
外
灯
の
下

で
立
■
を
続
け
た
。
事
務
室
の
裏
手
に
は
将
校
と
上
級
下
士
官

室
な
ど
が
あ
り
、
十
時
を
過
ぎ
て
い
た
が
大
き
な
声
の
話
し
声

が
聞
こ
え
た
。
ま
だ
幹
部
の
人
達
は
起
き
て
い
る
ら
し
い
。

堀
田
が
動
■
を
始
め
て
か
ら
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
交
代
時
間
だ

な
と
思
っ
て
い
た
が
、
堀
田
の
姿
が
見
え
な
い
。
ど
う
し
た
の

か
長
過
ぎ
る
な
、
と
思
っ
て
い
た
ら
事
務
室
の
裏
か
ら
足
音
が

聞
こ
え
て
き
た
。
帰
っ
て
き
た
な
と
思
っ
た
ら
、
何
と
教
官
の

鹿
子
木
少
尉
だ
っ
た
。
敬
礼
を
し
て
「
異
常
あ
り
ま
せ
ん
」
と

報
告
す
る
と
「
只
今
銃
声
が
し
な
か
っ
た
か
？
」
と
問
わ
れ
た

が
「
知
り
ま
せ
ん
」
と
答
え
た
。
教
官
は
懐
中
電
灯
を
持
っ
て

衛
兵
所
に
行
き
、
そ
し
て
営
内
の
巡
察
を
始
め
た
。
三
十
分
く

ら
い
た
っ
た
と
思
う
頃
「
非
常
呼
集
」
が
か
け
ら
れ
た
。
事
務

室
前
に
全
員
が
集
ま
り
各
班
毎
に
人
員
点
呼
を
し
て
週
番
士
官

に
報
告
し
た
。

中
隊
長
か
ら
、
堀
田
二
等
兵
の
不
祥
事
の
話
を
聞
か
さ
れ

た
。
皆
、
驚
き
の
あ
ま
り
声
も
な
く
静
か
に
兵
舎
に
戻
っ
て

い
っ
た
。
私
は
不
寝
番
で
通
常
な
ら
ば
一
時
間
で
交
代
だ
が
、

相
棒
が
不
祥
事
を
起
こ
し
自
殺
し
て
誰
も
が
動
揺
し
て
し
ま



い
、
交
代
の
順
番
な
ど
も
狂
い
、
次
に
立
■
す
る
者
が
来
な

い
。
三
時
間
ば
か
り
過
ぎ
て
か
ら
よ
う
や
く
交
代
が
来
て
下
番

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
班
に
帰
り
装
具
を
外
し
床
に
就
い
た
が

隣
の
戦
友
は
帰
っ
て
来
な
い
。
内
務
班
全
員
が
床
に
入
っ
て
横

に
な
っ
て
い
た
が
自
殺
の
驚
き
と
悲
し
み
で
誰
も
が
眠
っ
て
は

い
な
か
っ
た
。
入
隊
以
来
何
事
も
内
務
班
一
丸
と
な
っ
て
、
お

互
い
に
真
の
兄
弟
以
上
に
や
っ
て
き
た
の
だ
が
、
ど
う
し
て
？

な
ど
、
反
省
、
思
い
を
め
ぐ
ら
し
、
皆
朝
ま
で
寝
つ
け
な
か
っ

た
。翌

朝
、
起
床
ラ
ッ
パ
で
起
こ
さ
れ
て
み
た
も
の
の
、
皆
、
う

ち
沈
ん
で
班
内
の
出
入
り
時
の
報
告
も
、
小
さ
な
、
悲
し
み
と

も
思
え
る
声
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
班
の
戦
友
か
ら
の
話
に
よ

る
と
、
先
日
の
演
習
の
休
憩
時
間
に
教
わ
っ
た
自
殺
法
で
、
隣

の
兵
站
病
院
の
便
所
で
一
服
の
た
ば
こ
を
す
っ
た
後
、
銃
口
を

口
に
く
わ
え
、
足
の
親
指
で
引
き
金
を
引
き
覚
悟
の
自
殺
を
し

た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

そ
の
日
の
演
習
は
取
り
止
め
、
堀
田
二
等
兵
に
つ
い
て
、
そ

の
他
一
般
の
演
習
、
内
務
班
の
教
育
な
ど
、
気
付
い
た
諸
々
の

こ
と
を
、
無
記
名
で
書
き
提
出
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
私
は

「
間
も
な
く
一
期
の
教
育
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
時
、
不
寝

番
と
し
て
十
分
な
勤
務
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
わ
び
、
五
ヵ

月
間
も
起
居
を
共
に
し
て
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
先
輩
に
も
、

申
し
訳
な
い
」
と
書
き
添
え
た
。

亡
き
堀
田
二
等
兵
は
射
撃
の
名
手
で
、
ま
た
多
趣
多
芸
で
、

初
年
兵
同
士
で
は
一
番
の
人
気
者
だ
っ
た
。
一
期
の
教
育
で
も

終
わ
れ
ば
現
地
で
板
前
を
し
て
い
た
腕
を
買
わ
れ
、
間
違
い
な

く
炊
事
に
抜
■
さ
れ
、「
腹
い
っ
ぱ
い
う
ま
い
と
ろ
が
食
い
て

え
な
あ
」
と
戦
友
か
ら
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
て
い
た
の
に
、
な

ぜ
急
に
自
殺
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
新
兵
に
は
一
発
の
実
弾

も
渡
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
ど
う
し
て
入
手
出
来
た
の
か
？

自
殺
の
原
因
は
、
堀
田
二
等
兵
の
人
種
差
別
の
考
え
に
よ
る
も

の
と
思
え
た
。

朝
鮮
人
に
殴
ら
れ
た
！
　
こ
の
こ
と
の
よ
う
だ
っ
た
。
上
衣

の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
紙
切
れ
に
「
岩
本
上
等
兵
を
恨
む
」
と
走
り

書
き
の
遺
書
め
い
た
も
の
が
あ
っ
た
と
の
話
。
こ
の
よ
う
な
不

祥
事
が
あ
っ
た
た
め
、
岩
本
上
等
兵
は
下
士
候
を
取
り
消
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。



堀
田
の
遺
体
は
遺
骨
は
、
ど
う
な
っ
た
か
分
か
ら
な
か
っ

た
。
茶
毘
に
付
し
た
兵
隊
の
話
を
聞
く
こ
と
も
な
か
っ
た
。
後

日
に
な
っ
て
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
ひ
っ
そ
り
と
城
内
で

茶
毘
に
付
さ
れ
、
事
故
死
と
し
て
黒
布
で
覆
わ
れ
、
ど
こ
か
軍

の
監
理
し
て
い
る
寺
院
に
納
め
ら
れ
た
と
か
、
定
か
で
は
な

い
。復

員
後
、
平
和
に
な
っ
て
昭
和
三
十
年
頃
の
映
画
で
五
味
川

純
平
の
『
人
間
の
条
件
』
を
見
た
。
小
銃
の
銃
口
を
く
わ
え
自

殺
す
る
シ
ー
ン
が
あ
っ
た
が
、
堀
田
二
等
兵
と
全
く
同
じ
だ
っ

た
と
思
え
た
。

私
の
戦
友
だ
け
で
な
く
、
反
戦
思
想
、
勤
務
の
き
び
し
さ
、

私
的
制
裁
な
ど
か
ら
、
他
に
も
同
様
の
人
が
い
た
の
だ
…
…

と
、
つ
く
づ
く
戦
争
、
軍
国
主
義
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
知
っ

た
。

検
閲
の
失
敗

正
確
な
日
時
は
忘
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
十
九
年
六
月
十
日
頃

だ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
が
、
済
寧
の
中
隊
で
、
夕
食
を

済
ま
せ
た
の
ち
、
■
州
の
大
隊
本
部
で
一
期
の
検
閲
を
受
け
る

た
め
に
、
教
官
、
助
教
、
助
手
の
十
三
人
と
新
兵
約
六
十
人
の

完
全
軍
装
の
一
個
小
隊
編
成
で
出
発
し
た
。
い
く
ら
治
安
が
良

い
と
言
っ
て
も
敵
地
の
中
、
約
三
〇
キ
ロ
の
夜
行
軍
、
戦
闘
経

験
の
な
い
者
が
主
力
だ
っ
た
の
で
不
安
だ
っ
た
。

所
々
に
点
在
す
る
部
落
の
付
近
を
通
る
時
な
ど
、
犬
が
一
斉

に
ほ
え
出
し
、
前
方
の
部
落
で
は
火
の
手
が
上
が
る
。
討
伐
間

で
は
良
く
見
か
け
る
こ
と
で
何
か
の
合
図
（
の
ろ
し
）
だ
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
夜
間
の
命
令
（
号
令
も
）
の
伝
達
や
話
し
声
な

ど
も
低
音
で
す
る
よ
う
に
教
育
さ
れ
て
い
た
。
暗
闇
の
中
の
行

軍
な
の
で
、
隊
列
か
ら
離
さ
れ
ま
い
と
睡
魔
と
戦
い
な
が
ら
前

を
歩
い
て
い
る
戦
友
に
必
死
に
な
っ
て
つ
い
て
行
く
。
突
然
、

頭
上
を
「
ピ
ュ
ー
ン
」
と
音
を
た
て
て
小
銃
弾
が
飛
ん
で
行

き
、「
ア
ッ
！
」
と
、
つ
い
本
能
的
に
頭
を
下
げ
て
し
ま
っ
た
。

な
ん
と
も
不
気
味
で
あ
る
。
古
年
兵
は
何
度
も
戦
闘
経
験
が
あ

る
か
ら
、「
こ
ん
な
弾
丸
の
音
で
は
遠
く
離
れ
て
い
る
か
ら
怖

く
は
な
い
よ
」
と
至
っ
て
平
常
心
だ
っ
た
。
約
四
、
五
十
分
歩

い
た
と
思
う
頃
、
安
全
な
地
形
（
見
通
し
の
き
い
た
遮
■
物
の

あ
る
場
所
）
を
選
ん
で
休
憩
を
す
る
。

初
め
て
実
弾
、
手
榴
弾
を
携
行
し
て
の
夜
行
軍
、
不
安
と
怖



さ
は
あ
っ
た
が
、
六
月
と
は
い
え
、
夜
間
の
大
陸
特
有
の
気
温

の
低
下
、
し
か
し
当
時
は
若
く
張
り
切
っ
て
い
た
の
で
、
さ
ほ

ど
苦
痛
に
は
思
え
な
か
っ
た
。
■
州
に
近
づ
く
頃
に
は
白
々
と

夜
が
明
け
は
じ
め
る
。

目
的
地
の
■
州
の
部
隊
本
部
も
間
近
に
見
え
て
き
た
の
で

「
ほ
っ
」
と
し
て
元
気
が
出
て
き
た
（
周
囲
が
良
く
見
え
て
き

て
、
安
心
感
が
わ
い
て
く
る
の
で
あ
る
）

。

営
門
前
に
近
づ
く
と
鹿
子
木
教
官
が
抜
刀
し
て
指
揮
を
執

り
、「
歩
調
を
と
れ
！
」
の
号
令
で
三
個
分
隊
が
整
然
と
隊
伍

を
組
ん
で
堂
々
と
大
地
を
踏
む
靴
音
も
高
ら
か
に
行
進
す
る
。

歩
■
の
「
整
列
！
」
の
掛
け
声
に
衛
兵
は
整
列
の
う
え
「
捧
げ

銃
！
」
の
部
隊
に
対
す
る
敬
礼
を
行
い
私
達
の
小
隊
は
進
ん
で

行
く
。
新
兵
が
主
力
で
あ
っ
て
も
指
揮
者
に
よ
り
、
こ
の
よ
う

な
敬
礼
を
受
け
る
も
の
か
と
、
初
め
て
知
っ
た
（
軍
装
し
た
部

隊
へ
の
敬
礼
な
ど
教
え
ら
れ
た
は
ず
だ
っ
た
が
）

。

中
隊
の
兵
舎
と
は
違
い
、
元
「
楓
第
三
十
二
師
団
」
が
駐
留

し
砲
兵
連
隊
も
い
た
所
で
、
営
庭
も
広
く
兵
舎
も
立
派
な
も
の

だ
っ
た
。
営
庭
で
小
休
止
を
し
な
が
ら
朝
食
を
と
り
、
二
時
間

ば
か
り
経
過
し
て
か
ら
、
い
よ
い
よ
検
閲
が
始
ま
っ
た
。
高
橋

少
佐
（
第
百
九
十
二
大
隊
長
）
を
先
頭
に
副
官
、
各
中
隊
長
も

こ
れ
に
従
う
。
型
通
り
の
鹿
子
木
教
育
隊
の
閲
兵
、
続
い
て
軍

装
検
査
、
携
行
品
、
兵
器
弾
薬
、
被
服
の
検
査
を
す
る
。
引
き

続
い
て
二
キ
ロ
ば
か
り
離
れ
た
演
習
場
に
行
き
、
分
隊
の
戦
闘

教
練
が
開
始
さ
れ
た
。
戦
闘
教
練
に
は
最
適
な
地
形
で
あ
り
、

起
伏
が
多
く
、
立
木
、
障
害
物
等
が
散
在
し
て
い
る
。

教
育
隊
は
小
銃
、
軽
機
、
擲
弾
筒
の
三
個
班
に
分
か
れ
教
育

さ
れ
て
き
た
。
私
は
軽
機
関
銃
の
射
手
、
補
充
兵
の
平
田
二
等

兵
を
弾
薬
手
と
し
て
小
銃
班
に
加
わ
り
、
分
隊
の
戦
闘
教
練
の

検
閲
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
一
分
隊
長
の
神
田
福
史
伍

長
の
状
況
説
明
に
よ
り
「
前
方
三
百
メ
ー
ト
ル
の
敵
陣
地
を
攻

略
す
べ
し
」「
散
れ
！
」
の
号
令
で
軽
機
を
中
心
に
し
て
左
右

一
線
に
散
開
し
た
。

い
よ
い
よ
戦
闘
開
始
、
前
方
の
敵
陣
か
ら
は
盛
ん
な
攻
撃
が

あ
る
。
ま
ず
、
先
頭
に
地
形
地
物
を
利
用
し
な
が
ら
軽
機
（
十

一
年
式
軽
機
、
重
く
て
脚
が
グ
ラ
グ
ラ
し
て
邪
魔
に
な
る
）
を

抱
え
、
早
駆
け
で
姿
勢
を
低
く
保
ち
身
を
遮
■
し
て
攻
撃
を
始

め
た
。
軽
機
の
射
撃
に
は
通
常
「
タ
ッ
タ
ッ
タ
ッ
！
」
と
三
発

点
射
が
一
番
の
効
果
が
上
が
り
、
一
個
所
で
二
、
三
回
の
射
撃



を
す
る
よ
う
教
育
さ
れ
て
き
た
。
敵
か
ら
は
こ
の
軽
機
が
一
番

狙
わ
れ
や
す
い
た
め
、
素
早
く
位
置
を
変
え
進
撃
す
る
の
で
あ

る
が
、
地
形
、
地
物
を
利
用
し
、
軽
機
を
据
え
付
け
、
照
準
を

合
わ
せ
引
き
金
を
ひ
い
た
が
単
発
、
何
度
繰
り
返
し
て
も
小
銃

と
同
じ
単
発
で
あ
る
。

ま
ず
後
方
で
指
揮
を
と
っ
て
い
る
分
隊
長
に
「
軽
機
故
障
！

軽
機
故
障
！
」
と
叫
び
な
が
ら
前
方
に
も
対
応
し
て
い
た
。
私

は
軽
機
班
で
誰
よ
り
も
軽
機
の
扱
い
方
に
は
自
信
を
持
っ
て
い

た
。
分
解
、
組
み
立
て
は
目
隠
し
し
て
で
も
出
来
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
槓
杆
を
ひ
き
、
薬
室
を
見
て
、
よ
く
あ
る

「
突
っ
込
み
」
か
と
点
検
し
た
が
異
常
な
し
。
一
度
に
三
十
発

装
■
で
き
る
装
■
架
も
点
検
、
ま
た
規
整
子
も
調
べ
、
最
高
ガ

ス
圧
が
入
る
よ
う
に
二
十
四
に
調
整
し
た
が
ど
う
し
て
も
単
発

し
か
出
な
い
あ
り
さ
ま
に
、
指
揮
を
と
っ
て
い
た
分
隊
長
も

「
軽
機
ど
う
し
た
！
　
軽
機
ど
う
し
た
！
」
と
怒
鳴
っ
て
い
る
。

戦
闘
は
ま
す
ま
す
激
し
く
な
っ
て
き
て
敵
は
重
機
関
銃
で
攻
撃

を
し
か
け
て
く
る
。
本
当
の
戦
闘
だ
っ
た
ら
と
て
も
戦
に
は
な

ら
な
い
が
、
演
習
の
た
め
状
況
の
設
定
ど
お
り
、
攻
撃
を
続
け

る
こ
と
が
出
来
た
。
検
閲
官
も
こ
の
軽
機
の
単
発
に
は
一
斉
に

注
目
し
て
い
た
。
私
も
軽
機
の
教
育
が
始
ま
っ
て
以
来
こ
の
軽

機
を
担
ぎ
ま
わ
り
、
手
入
れ
も
他
の
者
に
任
せ
ず
、
私
物
同
然

の
よ
う
に
大
切
に
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
今
日
の
晴
れ
舞
台
で
こ
の
始
末
、
ど
う
し
て
、

何
で
、
悔
し
く
て
泣
き
だ
し
た
か
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
頑

張
っ
て
来
た
の
だ
か
ら
と
、
最
後
ま
で
投
げ
出
し
て
な
る
も
の

か
と
心
を
奮
い
立
た
せ
、
突
撃
も
間
近
な
敵
陣
近
く
ま
で
前
進

し
て
い
た
。
約
三
十
分
の
演
習
だ
が
、
検
閲
官
が
馬
で
走
っ
て

き
て
馬
か
ら
飛
び
降
り
「
軽
機
ど
う
し
た
！
」
と
大
声
を
か
け

な
が
ら
私
に
近
づ
い
て
右
側
に
腰
を
屈
め
「
ま
ず
規
整
子
を
二

十
回
、
回
し
て
」
と
声
を
か
け
る
。「
は
い
！
」
と
答
え
軽
機

の
左
下
か
ら
規
整
子
を
点
検
し
「
は
い
！
二
十
四
に
な
っ
て

お
り
ま
す
」
と
答
え
、
装
■
架
も
入
れ
替
え
さ
せ
た
が
直
ら
な

い
。「

弾
薬
手
、
前
へ
！
」
と
呼
び
寄
せ
、
修
理
工
具
を
取
り
出

し
薬
き
ょ
う
の
突
っ
込
み
を
ア
レ
コ
レ
と
設
定
、
故
障
の
修
理

を
私
に
試
み
さ
せ
た
。
ど
の
故
障
も
素
早
く
完
全
に
修
理
す
る

こ
と
が
出
来
た
。

後
方
か
ら
、
突
撃
ラ
ッ
パ
が
鳴
り
始
め
た
。
第
一
分
隊
の
新



兵
は
一
斉
に
立
ち
上
が
り
、
そ
ろ
っ
て
突
撃
を
敢
行
し
た
。
第

一
の
目
的
陣
地
を
攻
略
、
分
隊
長
か
ら
「
成
功
！
」
と
号
令
が

あ
り
、
新
兵
は
号
令
に
よ
っ
て
素
早
く
地
形
地
物
を
利
用
し
、

い
つ
ど
こ
か
ら
来
る
か
分
か
ら
ぬ
敵
の
逆
襲
に
備
え
て
伏
せ
、

油
断
せ
ず
前
方
左
右
に
気
を
配
っ
て
い
た
。
そ
の
通
り
左
前
方

か
ら
敵
の
援
軍
と
第
一
陣
地
か
ら
後
退
し
た
敵
と
が
合
流
し
、

体
制
を
整
え
、
逆
襲
と
な
っ
て
突
撃
し
て
来
た
。
私
は
誰
よ
り

も
早
く
そ
の
状
況
を
発
見
し
、
分
隊
長
に
大
声
で
報
告
し
な
が

ら
立
ち
上
が
り
、
軽
機
の
腰
だ
め
射
撃
を
行
っ
た
（
装
■
し
て

あ
る
三
〇
発
を
突
撃
し
て
く
る
敵
に
一
斉
に
浴
び
せ
か
け
る
の

が
、
軽
機
の
一
番
の
使
命
で
あ
り
、
威
力
が
発
揮
で
き
る
の
で

あ
る
）

。
そ
れ
が
な
ん
と
、
た
っ
た
一
発
し
か
発
射
で
き
な

か
っ
た
。

敵
味
方
そ
ろ
っ
て
突
撃
を
敢
行
し
分
隊
の
戦
闘
教
練
の
検
閲

は
終
了
し
た
。
そ
し
て
分
隊
長
か
ら
「
軽
機
は
ど
う
し
た
ん

だ
！
単
発
で
は
ど
う
に
も
状
況
が
盛
り
上
が
ら
な
い
よ
」
と
つ

ぶ
や
か
れ
た
。
三
ヵ
月
間
一
生
懸
命
教
え
て
い
た
だ
き
、
ま

た
勉
強
も
し
て
き
た
心
づ
も
り
だ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
結
果

と
し
て
現
れ
て
し
ま
っ
た
。
口
惜
し
い
や
ら
残
念
や
ら
、
昨

晩
、
徹
夜
行
軍
し
頑
張
っ
て
来
た
こ
と
も
、
が
っ
か
り
し
て
、

疲
れ
が
一
度
に
ど
っ
と
出
て
し
ま
っ
た
。

熱
心
に
手
取
り
足
取
り
教
育
し
て
く
れ
た
班
付
上
等
兵
の
前

に
行
き
「
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
」
と
深
く
頭
を
下
げ
お
わ
び
し

た
。
そ
の
上
等
兵
は
と
う
に
気
付
い
て
い
て
「
大
野
！
　
昨
晩

の
夜
行
軍
の
時
は
実
弾
を
持
っ
て
い
た
の
だ
よ
。
今
の
は
演
習

な
ん
だ
、
空
砲
な
ん
だ
よ
！
」
実
砲
銃
身
と
空
砲
銃
身
を
取
り

換
え
ず
に
演
習
に
出
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

十
一
年
式
軽
機
関
銃
は
、
発
射
に
よ
る
火
薬
ガ
ス
の
一
部
を

利
用
し
て
、
滑
塞
を
前
、
後
進
さ
せ
て
連
続
発
射
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
昨
夜
の
分
隊
編
成
か
ら
私
は
軽
機
射
手
、
平

田
二
等
兵
が
弾
薬
手
と
し
て
第
一
分
隊
に
入
り
行
動
し
て
き

た
。
第
一
分
隊
は
小
銃
班
、
第
二
分
隊
は
軽
機
班
な
の
で
誰
か

が
空
砲
銃
身
を
背
の
う
に
付
け
て
背
負
っ
た
兵
が
二
人
い
た
は

ず
だ
が
「
検
閲
」
と
い
う
緊
張
に
加
え
、
昨
晩
の
夜
行
軍
の
疲

れ
な
ど
も
あ
っ
て
、
一
、
二
分
隊
の
連
絡
も
お
ろ
そ
か
に
な

り
、
そ
の
ま
ま
取
り
換
え
な
か
っ
た
結
果
で
あ
る
。

続
い
て
二
、
三
分
隊
と
も
相
次
い
で
検
閲
を
終
わ
り
、
午
後



か
ら
大
隊
本
部
の
営
庭
に
お
い
て
第
四
中
隊
、
初
年
兵
の
検
閲

結
果
の
講
評
が
開
始
さ
れ
、
高
橋
大
隊
長
が
メ
モ
を
書
い
た
陸

軍
罫
紙
を
持
っ
て
一
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
高
い
壇
上
に
登
っ
た
。

ま
ず
第
一
分
隊
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。

「
第
一
分
隊
、
軽
機
関
銃
射
手
、
陸
軍
二
等
兵
、
大
野
政
勝

の
軽
機
関
銃
の
操
作
、
地
形
、
地
物
を
利
用
し
て
の
攻
撃
は
正

確
、
迅
速
に
し
て
実
に
見
事
で
あ
り
、
他
の
模
範
と
か
べ
く
、

ま
た
敵
逆
襲
に
対
し
て
は
独
断
、
適
格
な
る
判
断
に
よ
り
、
速

や
か
に
立
ち
上
が
り
、
腰
だ
め
射
撃
を
行
い
、
敵
の
突
撃
を
食

い
止
め
た
こ
と
は
立
派
で
あ
っ
た
…
…
」

と
隊
長
よ
り
有
り
難
い
賞
詞
を
い
た
だ
い
た
。
終
わ
り
に

「
誰
、
彼
に
関
係
な
く
、
軽
機
関
銃
の
具
合
が
良
く
な
か
っ
た

が
、
大
切
な
兵
器
な
る
が
ゆ
え
、
全
員
で
良
く
手
入
れ
を
怠
ら

ぬ
よ
う
に
」
と
軽
く
申
し
添
え
ら
れ
た
。

銃
身
の
取
り
換
え
を
間
違
え
た
こ
と
を
知
っ
て
か
知
ら
ず

か
、
分
か
ら
な
か
っ
た
の
か
、
恩
情
あ
る
お
言
葉
に
思
え
た
。

こ
の
有
り
難
い
お
褒
め
の
言
葉
は
私
個
人
で
は
な
く
、
ち
ょ
っ

と
し
た
失
敗
の
戒
め
を
そ
れ
と
な
く
教
官
、
助
教
、
助
手
、
以

下
責
任
追
及
す
る
よ
り
も
、
よ
り
一
層
の
団
結
を
計
り
、
強
固

な
第
四
中
隊
に
な
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
と
の
、
お
訓
し
の
言
葉

と
受
け
と
め
、
ほ
ん
と
う
に
有
り
難
か
っ
た
。

こ
の
講
評
の
原
稿
は
乗
馬
で
検
閲
に
当
た
っ
た
大
隊
副
官
の

起
案
さ
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
、
一
言
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
、
戦
後
も
探
し
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
Ｉ
副
官
に
お

逢
い
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
五
十
年
前
の
検
閲
の
模
様
を

語
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
「
軍
隊
は
運
隊
と
言

う
か
ら
ね
！
　
運
が
良
か
っ
た
の
だ
よ
！
」
と
何
の
恩
着
せ
が

ま
し
い
こ
と
も
言
わ
れ
ず
、「
お
互
い
に
元
気
で
長
生
き
し
ま

し
ょ
う
よ
」
と
話
さ
れ
お
別
れ
し
ま
し
た
。




